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無除草 0.69 1.49 1.60 0.51 0.23 2.18
⼿取り除草 0.65 1.69 1.39 0.57 0.06 2.34

中耕除草 1.24 1.94 1.04 0.51 0.15 3.17

中耕除草＋標準 1.82 2.66 0.93 0.19 0.06 4.47

中耕除草＋倍量 0.85 2.23 0.95 0.35 0.09 3.07
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図 -6　‌‌中耕除草とプロスルホカルブ乳剤の併用がタマネギの規格別収量に及ぼす影響（2019年）
注）プロスルホカルブ乳剤の標準，倍量は，それぞれ500mLもしくは 1000mL/10a を散布
　　規格はS：6cm＞，M：7cm＞，L：8cm＞，L大：9cm＞，２L：10cm＞

　　　

イネ科チゴザサ属の多年草。全国の水田や畦，ため池や用水
路のなどに群生する抽水～湿生植物。根茎が横に伸び，そこか
ら高さ 30cmから 60cmの直立する稈を出す。匍匐茎も出し，
その匍匐茎は水中方向に伸びるというが生態は定かではない。
花期は 6月～ 9月。茎の先端に円錐花序をつける。花序の

枝は 1～ 2回分枝して小穂をつける。小穂はほぼ楕円形で長
さ 2.2mmほど。淡緑色から淡紫色，花柱も紅紫色で，開花時
には穎の外に飛び出し，モジャモジャとしたブラシ状の可愛い
髯を生やしたように見える。
葉の幅の広いイネ科植物に，ササの名を持つものが多い。チ

ゴザサもそうであるがササの仲間ではない。
日本在来であるが，万葉人たち以来，一度も見向きされては

いなかったようである。花時の花柱が飛び出した様は何とも言
えず愛らしいのではあるが。
そういえば「新・遠野物語・補遺」の「百七」番にこんな話

があった。

『上郷村に河ぶちのうちという家がある。
早瀬川の岸にある。
この家の若い娘が，ある日河原に出て石を拾っていたところ，

見慣れぬ男がやってきた。そして，木の葉やら草の葉やら何や
らを娘にくれた。
この男，背が低く体は細く顔は朱をさしたように赤ら顔で，

見事な口髭をたたえ，白衣に袴に烏帽子をかぶった稚児であっ
たという。
娘はこの日この時から突如として占いの術を会得したのだと

いう。
その異人は山の神であったのであろう。
娘は山の神の子になったのである。
娘はその日から，山の神がくれた笹の葉を使って占いをした

という。
だからこの草を稚児笹という。』

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一稚児笹（チゴザサ）田畑の草

くさぐさ
種
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はじめに

高速道路では景観調和や自然環境保
全に配慮した積極的な緑化が行われてき
た。全線開通から50周年を迎えた東名
高速道路においても開通当初より審美設
計や修景設計が行われている。代表的な
ものでは，区間（インターチェンジ間）
ごとに樹種を設定し，サザンカやマサキ，
アベリアの列植による対向車両のヘッド
ライトの光を緩和する（眩光防止機能）
ための植樹帯の設置があげられ，近年で
は，地球温暖化対策や自然環境保全等を
目的とした地域性苗木によるのり面の樹
林化が行われている。
一方，高速道路を含む国内の「緑

化」全般については，目的を持って導

入した外来植物が侵略的な性質を持っ
ていたことから，生態系に悪い影響を
与えるという問題が生じている。例え
ば，道路やダムの建設でのり面の浸食
防止のために使用した外国産牧草類が
使用箇所周辺に逸出して，希少種の
生育適地にはびこり，希少種を駆逐す
るなどの問題である。高速道路におい
ても，修景の目的で導入したワイルド
フラワーの種子に含まれていたオオ
キンケイギク（Coreopsis lanceolata）
（図 -1，-2）が，2005 年に施行され
た「特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律（外来生
物法）」で，その侵略的な性質から特
定外来生物に指定されている。他に
も，高速道路のり面等に侵入し，他の
植栽を被圧し，分布を拡げている外

来植物も見られる。本稿では，駆除
が困難とされるオオキンケイギク（C. 

lanceolata），ナルトサワギク（Senecio 

madagascariensis）（図 -3，-4），アレ
チウリ（Sicyos angulatus）（図 -5，-6，
-7）について，その生育特性と高速道
路景観の維持に着目した駆除方法を検
討・試行し，現場での管理作業にて施
行した結果を報告する（表 -1，2）。

1. オオキンケイギク駆除
方法の検討

(1) 現状の把握

2012 年に東名高速道路（東京Ｉ C
～豊川 IC）において，オオキンケイ
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図 -4　ナルトサワギク開花の様子（近景）
 

図-4 ナルトサワギク開花の様子（近景） 

 

 

図-5 アレチウリの群落の様子（遠景） 
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図 -5　アレチウリの群落の様子（遠景）

 

図-4 ナルトサワギク開花の様子（近景） 

 

 

図-5 アレチウリの群落の様子（遠景） 

 

 

図-6 アレチウリの開花の様子（近景） 

 

図 -6　アレチウリの開花の様子（近景）

 

図-4 ナルトサワギク開花の様子（近景） 

 

 

図-5 アレチウリの群落の様子（遠景） 

 

 

図-6 アレチウリの開花の様子（近景） 
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ギクの分布状況を調査した結果，群落
の大小は様々であるが，オオキンケイ
ギクの分布が確認された。高速道路の
のり面等においては，年間１～２回の
草刈が標準的な作業として行われてい
るが，多年生のオオキンケイギクを草
刈のみで駆除することはできず，夏場
の草刈でオオキンケイギクを刈り込ん
でも，再発生し，開花・結実すること
が確認された。そのため，管内のオオ
キンケイギクの分布範囲は，草刈作業
のみでは駆除効果は望めず，変化が見
られないという状況であった。

オオキンケイギクの駆除方法として，
環境省や地方自治体は手作業による抜き
取りを推奨しているが，供用中の高速道
路では，安全性やコスト面から大規模な
抜き取り作業を行うことは難しく，交通
規制の中で，最大限効果を発揮するため
の手法の検討が必要であった。

(2) 生育特性の考察

防除方法を検討するにあたって，オ
オキンケイギクの生育特性を整理した。
1) 特徴

オオキンケイギクは北アメリカ原産

の多年生草本である。形態として，茎
は束生し高さ 30 ～ 70cm，根生葉は
長い柄があり３～５の小葉に分裂す
る。頭状花は直径 5 ～ 7cm，舌状花
は橙黄色で花冠の先は歯状のきざみが
ある。果実は扁平，暗褐色で光沢を欠
き，半透明の薄いひれに取り巻かれる

（清水ら 2001）。　
2) 生育サイクル

オオキンケイギクの生育サイクルを
図 -8 に示す。春先に種子の発芽によ
る繁殖と，越冬した株や根から再発生
するため，繁殖力が極めて旺盛である。
開花期は２ヶ月程度と長く，虫媒花で
あるため，昆虫類によって受粉され結
実する。多年草であり，２年目以降は
ススキのように株立状となる。

3) 種子寿命
オオキンケイギクの種子は，1 年間

で 1㎡当たり 3,000 ～ 5,000 粒生産
され，種子散布時期の直前に土壌中に
存在している生存種子量は，１㎡当た
り約 1,150 ～ 2,160 粒と報告されて
いる（畠瀬ら 2007）。開花は株の密
度にかかわらず面積当たりの開花量が

表−1　高速道路に発生が見られる特定外来生物３種の生育まとめ（環境省ＨＰ，文献等より引用）
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（写真１９）アレチウリ抜取り（天日干し）の様子 

 

 

図-8 オオキンケイギクの生育サイクル 

 

 

 

図-9 オオキンケイギクの種子サイクル 

 

図 -8　オオキンケイギクの生育サイクル
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図-8 オオキンケイギクの生育サイクル 

 

 

 

図-9 オオキンケイギクの種子サイクル 

 

図 -9　オオキンケイギクの種子サイクル

図 -7　アレチウリの結実の様子（近景）

 

図-7 アレチウリの結実の様子（近景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 試験地の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 試験結果の写真 
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凡例 薬剤名 一般名 剤系統 登録

sG シバゲンDF ﾌﾗｻﾞｽﾙﾌﾛﾝ ｽﾙﾎﾆﾙｳﾚｱ系 日本芝・洋芝

Tz ターザインプロDF ｲｿｷｻﾍﾞﾝ･ﾌﾛﾗｽﾗﾑ 酸ｱﾐﾄﾞ系・ﾄﾘｱｿﾞﾛﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ系 日本芝・洋芝

Sv サーベルDF ﾒﾄｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ ｽﾙﾎﾆﾙｳﾚｱ系 道路・日本芝・洋芝

bM ブラスコンM液剤 MCPAｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩 ﾌｪﾉｷｼ系 道路・日本芝・洋芝
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維持される傾向がみられ，安定した種
子生産を可能としている。自生地であ
る北米の研究結果では，土中での種子
寿命は小さい種子で 2年，大きい種
子では 12 年程度と長期にわたり，発
芽に適した環境であればすぐに発芽す
るとされている（表-3）。畠瀬ら（2007）
による既往研究の種子生産について，
模式的に表したものが図 -9 である。

(3) 防除方法の検討

オオキンケイギクの生育特性と高速
道路の管理作業の制約を踏まえ，防除
方法の検討を行った。高速道路の植栽
管理作業は，コスト面や安全面から対
象の植栽・緑地（植樹帯，芝生地等）
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図-10 試験区の区画割 

 

  

図-15 オオキンケイギク防除の PDCA サイクル

図-16 草刈と薬剤散布の同時作業でのオオキンケイギク防除手法 

図 -10　試験区の区画割  

図-7 アレチウリの結実の様子（近景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 試験地の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 試験結果の写真 

 

図 -11　試験地の写真
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図-12 試験結果の写真 

 

図 -12　試験結果の写真
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5010　植調　Vol.54, No.2・3　(2020)

Ａ区：トリクロピル単剤
Ｂ区：  ＭＣＰＡイソプロピルアミン

塩単剤
Ｃ区：メコプロップＰカリウム塩単剤
Ｄ区：メトスルフロンメチル単剤
Ｅ区：2.4- ＰＡ単剤
Ｆ区：クロリムロンエチル単剤
Ｇ区：フルセトスルフロン単剤
Ｈ区：  メコプロップＰカリウム塩＋

ピラゾスルフロンエチル混合剤
Ｉ区：シアナジン・ＤＣＢＮ粒剤
　　　（※１反復）
抜取区 × １
刈取区 × １

2) 試験地の設定
試験は東名高速道路のパーキングエ

リア外周盛土のり面のうち，オオキン
ケイギクが繁茂している 2 か所の盛
土のり面で実施した。試験区は，1 試
験区を 2 ｍ ×2.5 ｍの 5㎡とした。薬
剤を使用しない「刈取区」「抜取区」

を対照区とし，選抜した 8 種類の薬
剤をそれぞれ 2 反復，1 種類を 1 反復
とし，合計 19 区画において試験を実
施した（図 -10，-11）。

(5) 結果

試験はオオキンケイギク開花期より
開始した。9 種類の除草剤を 6 月に散
布し，地上部が自然枯損するまでの
約 5 ヶ月間，1 ヶ月ごとに枯損状況等
の調査を行った。また，翌春にも各試
験区においてオオキンケイギクの枯損
状況（再発生状況）について調査を実
施した。その結果，散布後地上部及
び地下部（根）の枯損が確認でき（図
-12），翌春に再発生が見られなかった
のが，トリクロピルと MCPA イソプ
ロピルアミン塩の 2 剤であった。

(6) 現場作業への反映

防除試験で効果の見られた 2 剤を，

作業に使用する推奨薬剤に選定し，現
場での防除作業へ反映させた。これま
でオオキンケイギクの防除に特化し
た植栽作業は実施していなかったた
め，現場において調査及び防除作業を
行うサイクルの順応には時間を要した
が，調査方法や工法を詳細に周知して，
徐々に順応してきており，根絶に向け
て作業の標準化を目指している。

また，通常は，薬剤散布と草刈作業
は別日に行うが現場作業へ反映する中
で，東名高速道路の中でも交通量が多
く，規制回数の制約が厳しい箇所にお
いては，開花期の初夏から秋の結実前
の間に，草刈作業と薬剤散布を同日に
行う工法を試行した。これは，オオキ
ンケイギクの開花個体の花茎（軸）の
み刈り取り，根生葉（ロゼット）を残
すことで，薬剤を吸収する葉面を残し，
効果の最大化を期待するもので，翌年
の開花状況から効果が高いことが認め 

 

図 -14　草刈と薬剤散布の同時作業でのオオキンケイギク防除手法

通常の草刈り 吸収する葉が無いので薬剤が効果が薄く
根まで枯れない

高さを残した草刈り

薬剤散布

 

図 -13　高刈りしたオオキンケイギクへの薬剤散布
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鬼束・髙橋・齋藤：高速道路における外来雑草対策と課題　11

られた（図 -13，14）。

2. ナルトサワギク駆除方法
の検討

(1) 現状の把握

新東名高速道路の切土のり面におい
て，2012 ～ 2013 年に分布状況を調
査した結果，ナルトサワギクの分布が
確認された。ナルトサワギクは生態系
に与える悪影響が大きく，侵略性の高
い外来種であるため，特定外来生物に
指定されている。生育が旺盛で，タン
ポポのような綿毛状の種子が風に乗っ
て分布を拡げるため，草刈だけでは駆
除・根絶が不可能であるため，分布が
拡大する前に，防除効果が継続する薬
剤による駆除作業の検討を行った。

(2) 生育特性の考察

防除方法を検討するに当たって，ナ
ルトサワギクの生育特性を整理した。
1) 特徴

キク科の一年草または多年生の草

本。高さは 0.3 ～ 0.7m 程度。マダガ
スカル原産で，現在アフリカ，南アメ
リカ，オーストラリアなどにも分布す
る。1976 年に徳島県鳴門市で確認さ
れた。埋立地の緑化のためにアメリカ
のケンタッキー州から輸入されたシロ
ツメクサやシナダレスズメガヤの種子
に本種の種子が混入していたと考えら
れている。アルカロイドの一種である
セネシオニンやセネシオフィリンなど
を含むため，草食動物に対して有毒で
ある（環境省ＨＰ）。
2) 生育サイクル

ナルトサワギクは周年に渡って開花
すると言われている（清水ら 2001）。
新東名高速道路の発生箇所で周年に
渡って開花が見られたが，特に冬季に
旺盛に成長し，開花，結実しているこ
とが確認された。
3) 種子

種子寿命に関する情報は少ない。種
子生産量は，生育がさほど密でなくと
も１ヘクタール当たり 100 万個（１
㎡当たり 100 個）の種子を作るとい
われている。

(3) 防除方法の検討

ナルトサワギクが生育している切土
のり面の標準的な管理は年 0 ～ 1 回
程度の草刈作業（道路際や通路際の草
刈作業）に限られることから，薬剤散
布のみで駆除することができ，のり面
保護のイネ科雑草や牧草種には効果の
低い選択性の除草剤による防除方法の
検討を行った。

(4) 試験実施

1) 薬剤選定
薬剤は，オオキンケイギクの防除手

法の検討でキク科に効果が高いと考え
られたフェノキシ系除草剤と，芝生管
理用除草剤の検討で，秋冬雑草の防除
に効果が高いと考えられたＳＵ（スル
ホニルウレア）系の除草剤から３剤を
選定し，試験を行った（表 -5）。
2) 試験地の設定

試験地は，ナルトサワギクが生育し
ている切土のり面で行った。試験区は
2.5 ｍ ×4 ｍの 10㎡の区画を 24 区画
設定した（図 -15）。Ａ～Ｇ区を３反

表−5　ナルトサワギク防除検討薬剤一覧

表-3 オオキンケイギクの防除方法 
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図-17 ナルトサワギク防除試験区 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 高速道路に発生が見られる特定外来生物３種の生育まとめ（環境省ＨＰ，文献等より引用）表 

 

 

表-2 オオキンケイギクの生育特性と考察 

 

 

 

図−15　ナルトサワギク防除試験区
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復と対照区を 2 区画設定した。
Ａ区：フラザスルフロン単剤
Ｂ区：  ＭＣＰＡイソプロピルアミン

塩単剤
Ｃ区：メトスルフロンメチル単剤
Ｄ区：  イソキサベン・フロラスラム

単剤
Ｅ区：  フラザスルフロン＋ＭＣＰＡ

イソプロピルアミン塩混合剤
Ｆ区：  メトスルフロンメチル＋ＭＣＰＡ

イソプロピルアミン塩混合剤
Ｇ区：  イソキサベン・フロラスラム＋

ＭＣＰＡイソプロピルアミン塩
混合剤

対照区 × ２

(5) 結果

ナルトサワギクの開花が最盛期とな
る冬季（11 月）に薬剤散布試験を開
始した。散布試験ではフラザスルフロ
ン＋ＭＣＰＡイソプロピルアミンの 2
種類の薬剤を混用した設計イソキサベ
ン・フロラスラム＋ＭＣＰＡイソプロ
ピルアミン塩の 2 種類の薬剤を混用し
た設計で，ナルトサワギクの枯損が確
認された（図 -16）。単剤では個体に地
上部の茎葉の捻転など一定の効果が見

られたが，地下部まで枯損はしておら
ず，の 2 種類の薬剤を混用した設計の
ほうがより効果が高いことが分かった

（図 -17）。この 2 設計を管理作業に反
映しており（2 設計を 1 ～ 2 年おきに
ローテーション），現在発生時より生
育個体は減少している（図 -18，-19）。

3. アレチウリ防除方法の
検討

(1) 現状の把握

東名高速道路のインターチェンジ内
に造成された水辺ビオトープ周辺にお
いて，2014 年に分布状況を調査した
結果，アレチウリの発生が確認された。
一年生草本のツル植物で，初夏に発生
を確認すると，数週間でインターチェ
ンジを覆い尽くすほど成長し，植栽を
被圧等の問題が生じていた。また，特
定外来生物にも指定されていることか
ら生態系への悪影響も考えられたた
め，防除手法の検討を行った。

(2) 生育特性の考察

防除方法を検討するに当たって，ア

レチウリの生育特性を整理した。
1) 特徴

ウリ科の一年生草本で，生育速度が
非常に速いつる性植物で，長さ数～十
数ｍになる。群生することが多い。果
実に鋭い棘を密生する（環境省ＨＰ）。
2) 生育サイクル

夏から秋にかけて葉腋に雌雄別の花
序を出し，直径 1cm ほどの黄白色の花
をつける。果実は長さ 1cm ほどの楕円
形で長い刺が密生する（清水ら 2001）。
3) 種子

１株当たり 400 ～ 500 個の種子を
つけるが，25,000 個以上との報告もあ
る。種子には休眠性があるので土壌シー
ドバンクを形成する（環境省ＨＰ）。

(3) 防除方法の検討

薬剤によるアレチウリの防除方法
としては，ビスピリパックナトリウ
ム塩やグリホサート○○塩などによ
る防除は既に効果が確認されている
ことから（（財）日本植物調節剤研究
協会 2008），茎葉処理剤に土壌処理
剤を混用する薬剤設計の検討を行っ
た。また，アレチウリが生育している
インターチェンジ内緑地の標準的な管

図 -18　ナルトサワギク発見時の様子

 

図-13 フラザスルフロン＋ＭＣＰＡイソプロピルアミン混合剤区（No2）の様子 

 

 

 

 

図-14 対照区（No16）の様子 

 

 

 

（写真１５）ナルトサワギク発見時の様子 

図 -19　ナルトサワギク駆除作業後の様子
 

（写真１６）ナルトサワギク駆除作業後の様子 

 

 

（写真１７）アレチウリ全面散布区②（Ｂ区） 

 

 

（写真１８）アレチウリ無処理区（Ｄ区）（１０月） 

 

 

 

図-13 フラザスルフロン＋ＭＣＰＡイソプロピルアミン混合剤区（No2）の様子 

 

 

 

 

図-14 対照区（No16）の様子 

 

 

 

（写真１５）ナルトサワギク発見時の様子 

図 -16　試験区 2（フラザスルフロン＋MCPAイソプロピルアミン混合剤区）の様子
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図-14 対照区（No16）の様子 

 

 

 

（写真１５）ナルトサワギク発見時の様子 

図 -17　対照区（No16）の様子
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復と対照区を 2 区画設定した。
Ａ区：フラザスルフロン単剤
Ｂ区：  ＭＣＰＡイソプロピルアミン

塩単剤
Ｃ区：メトスルフロンメチル単剤
Ｄ区：  イソキサベン・フロラスラム

単剤
Ｅ区：  フラザスルフロン＋ＭＣＰＡ

イソプロピルアミン塩混合剤
Ｆ区：  メトスルフロンメチル＋ＭＣＰＡ

イソプロピルアミン塩混合剤
Ｇ区：  イソキサベン・フロラスラム＋

ＭＣＰＡイソプロピルアミン塩
混合剤

対照区 × ２

(5) 結果

ナルトサワギクの開花が最盛期とな
る冬季（11 月）に薬剤散布試験を開
始した。散布試験ではフラザスルフロ
ン＋ＭＣＰＡイソプロピルアミンの 2
種類の薬剤を混用した設計イソキサベ
ン・フロラスラム＋ＭＣＰＡイソプロ
ピルアミン塩の 2 種類の薬剤を混用し
た設計で，ナルトサワギクの枯損が確
認された（図 -16）。単剤では個体に地
上部の茎葉の捻転など一定の効果が見

られたが，地下部まで枯損はしておら
ず，の 2 種類の薬剤を混用した設計の
ほうがより効果が高いことが分かった

（図 -17）。この 2 設計を管理作業に反
映しており（2 設計を 1 ～ 2 年おきに
ローテーション），現在発生時より生
育個体は減少している（図 -18，-19）。

3. アレチウリ防除方法の
検討

(1) 現状の把握

東名高速道路のインターチェンジ内
に造成された水辺ビオトープ周辺にお
いて，2014 年に分布状況を調査した
結果，アレチウリの発生が確認された。
一年生草本のツル植物で，初夏に発生
を確認すると，数週間でインターチェ
ンジを覆い尽くすほど成長し，植栽を
被圧等の問題が生じていた。また，特
定外来生物にも指定されていることか
ら生態系への悪影響も考えられたた
め，防除手法の検討を行った。

(2) 生育特性の考察

防除方法を検討するに当たって，ア

レチウリの生育特性を整理した。
1) 特徴

ウリ科の一年生草本で，生育速度が
非常に速いつる性植物で，長さ数～十
数ｍになる。群生することが多い。果
実に鋭い棘を密生する（環境省ＨＰ）。
2) 生育サイクル

夏から秋にかけて葉腋に雌雄別の花
序を出し，直径 1cm ほどの黄白色の花
をつける。果実は長さ 1cm ほどの楕円
形で長い刺が密生する（清水ら 2001）。
3) 種子

１株当たり 400 ～ 500 個の種子を
つけるが，25,000 個以上との報告もあ
る。種子には休眠性があるので土壌シー
ドバンクを形成する（環境省ＨＰ）。

(3) 防除方法の検討

薬剤によるアレチウリの防除方法
としては，ビスピリパックナトリウ
ム塩やグリホサート○○塩などによ
る防除は既に効果が確認されている
ことから（（財）日本植物調節剤研究
協会 2008），茎葉処理剤に土壌処理
剤を混用する薬剤設計の検討を行っ
た。また，アレチウリが生育している
インターチェンジ内緑地の標準的な管

図 -18　ナルトサワギク発見時の様子
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図-14 対照区（No16）の様子 

 

 

 

（写真１５）ナルトサワギク発見時の様子 

図 -19　ナルトサワギク駆除作業後の様子
 

（写真１６）ナルトサワギク駆除作業後の様子 

 

 

（写真１７）アレチウリ全面散布区②（Ｂ区） 

 

 

（写真１８）アレチウリ無処理区（Ｄ区）（１０月） 
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図-14 対照区（No16）の様子 

 

 

 

（写真１５）ナルトサワギク発見時の様子 

図 -16　試験区 2（フラザスルフロン＋MCPAイソプロピルアミン混合剤区）の様子
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（写真１５）ナルトサワギク発見時の様子 

図 -17　対照区（No16）の様子
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理は年 1 ～ 2 回程度の草刈作業が行わ
れることから，草刈と薬剤散布の併用
で駆除することができ，景観を損ねな
い選択性の除草剤や植物成長調整剤（抑
制）による防除方法の検討を行った。

(4) 試験実施

1) 薬剤選定
薬剤は，植物成長調整剤（抑制）と

除草剤（発芽防止）2 種類の組合せを
選定した。
2) 試験地の設定

試験地は，アレチウリの発生が見られ
たインターチェンジ内で 50㎡の区画を
５区画設定した。各区画の散布薬剤等は
以下のとおりである。Ａ～Ｂ区は植物成
長調整剤（抑制）と除草剤（発芽防止）で，
Ｃ～Ｅ区は選択性除草剤以外による駆除
作業の比較区とした。Ｃ区は非選択性の
除草剤を発芽個体に対してスポット処理
をする区画，Ｄ区は無処理区（対照区）で，
Ｅ区は発生個体の確認及び一般的に推奨
される抜き取り作業の効率の確認のため
に設定した。

Ａ区：  全面散布区①（ビスピリパック
ナトリウム塩＋インダジフラム）

Ｂ区：  全面散布区②（フルルプリミ
ドール＋フルポキサム）

Ｃ区：  スポット散布区（グリホサー
トカリウム塩）

Ｄ区：無処理区
Ｅ区：抜取区

(5) 結果

試験は，前年度にアレチウリの発生

が確認された箇所において，夏場の草
刈を実施後の８月から開始した。Ａ～
Ｂ区は 8 月に薬剤散布を行い，Ｃ区は
1 ヶ月ごとの調査時に発生が確認された
ら散布，Ｅ区は 1 ヶ月ごとの調査時に
発生が確認されたら抜き取りを行った。

Ａ区は 8 月から 11 月の期間にアレ
チウリの発生は確認されなかった。Ｂ
区は 1 個体アレチウリの発生が確認
されたが，植物成長調整剤（抑制）の
効果が発現し，種子をつける前に枯損
した（図 -20）。

Ｃ 区 は 10 月 の 調 査 で， 区 画 の
８０％がアレチウリにより被覆され
ていたため，スポット散布を行った。
11 月の調査で４株の枯れ残りが見ら
れたため再度スポット散布を行った。
Ｄ区は 10 ～ 11 月に区画の 60％を
アレチウリが被覆していた（図 -21）。
Ｅ区は 9 月に 6 個体，10 月に 1 個体
発生が見られたため発生の都度抜き取
り，インターチェンジ内で天日干しを
行った（図 -22）。

なお，11 月の時点で各試験区に見
られた生育個体はすべて抜き取り作業
を行った。

Ａ区及びＢ区の発生状況から，2 つ
の組合せともに防除効果が高いことが
分かった。Ｃ区，Ｅ区のスポット処理
及び抜き取り作業でも，アレチウリの
防除は可能であるが，作業性は低いた
め，対象緑地の管理方針や水準によっ
て駆除方法を選定するとよいと考えら
れた。

4. 今後の課題

本稿では，特定外来生物のオオキン
ケイギク，ナルトサワギク，アレチウ
リの防除方法を検討した結果を報告し
た。薬剤検討では，その薬剤の効果だ
けではなく，高速道路の現場作業に適
用できるかなどを含め行っているため，
2 ～ 3 年の期間を要している。その間，
様々な種類の新しい薬剤が登録されて
いるため，効果確認試験をできていな
い薬剤も多くあるのではないかと考え
る。また，他区間の高速道路や電力会
社等でも雑草防除について類似の課題
があり検討されていると考えられるた
め，様々な知見を得る機会を多く持つ
必要があると考える。今後も，植調誌
や緑地管理研究会等を通して，薬剤に
ついての知見を深め，新しい管理手法
の検討を継続したいと考えている。
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図 -20　アレチウリ全面散布区②（Ｂ区）

 

（写真１６）ナルトサワギク駆除作業後の様子 

 

 

（写真１７）アレチウリ全面散布区②（Ｂ区） 

 

 

（写真１８）アレチウリ無処理区（Ｄ区）（１０月） 

 

 

図 -21　アレチウリ無処理区（Ｄ区）（１０月）

 

（写真１６）ナルトサワギク駆除作業後の様子 

 

 

（写真１７）アレチウリ全面散布区②（Ｂ区） 

 

 

（写真１８）アレチウリ無処理区（Ｄ区）（１０月） 

 

 

図 -22　アレチウリ抜取り（天日干し）の様子
 

（写真１９）アレチウリ抜取り（天日干し）の様子 

 

 

図-8 オオキンケイギクの生育サイクル 

 

 

 

図-9 オオキンケイギクの種子サイクル 

 


